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昨年度の授業改善推進プランの成果と課題 

１年 ２年 ３年 

全体説明を簡潔にし、その後の授

業内で個々に対応する授業形態の良

さが分かった。課題は、生徒がどれ

だけ主体的に授業に取り組めるか、

その時間の確保と動機付けである。 

発問と教授の場面、それぞれの

メリハリが重要だと再認識でき

た。課題は、説明時間の短縮であ

る。ワークシートや板書を上手に

活用し、活動時間の確保に努め

る。 

生徒に疑問や気づきを抱かせる発

問の重要性を再認識した。課題は、

製作と座学のバランスである。実技

教科の特性を生かし、生徒の実体験

を重視したカリキュラムにしたい。 

 

学年毎の課題分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 年 生徒の実態 学力調査、授業アンケート等を受けての具体的な授業改善策 

第1回 第2回 

１ 年 

 

・まじめな生徒

が多いが、理解

力に個々の差が

大きい。 

 

・発問への反応

がよく、多くの

意見が出る。 

 

・「授業の進みが遅い。」と

いう声と、「もっとゆっく

りに。」という相反する意

見が出た。図面は能力差が

出やすいため、全体指導を

簡潔にし、その後、個々を

詳しくみる形式の授業を強

化する。また「1回の話の情

報量が多い。」との声もあ

った。簡潔な説明を意識す

る。 

・「説明が長い」との声が３名か

らあった。実技指導を丁寧にし

なければならない面(ケガにつ

ながる)もあるが、短く、分か

りやすい説明を意識する。 

 

・友達との協力が楽しいとの意見

があった。協同作業や教え合い

を意識的に授業に取り入れる。 

２ 年 

 

･まじめな生徒が

多いが、積極性

に乏しい。 

 

・製作活動に、

意欲的に取組ん

でいる。 

・「写真や映像があり、分か

りやすい。」との声があっ

た。生徒目線で考え、より

分かりやすい授業を目指

す。 

・欠席した生徒に、製作実習

を行えるよう、こまめに休

み時間を活用するなどし

て、補習を行う。 

・１学期に続き「実物や授業プリ

ントが分かりやすい。」との意

見があった。その声を生かし、

より興味深い授業を目指す。 

 

・１学期に続き、欠席生徒が実習

や製作をできるように補習の配

慮をする。 

３ 年 ・活発、かつ意

欲的な生徒が

多く毎授業、

ねらいに向か

って真剣に授

業に臨んでい

る。 

 

 

・「DVDの視聴が分かりやす

い。」との意見があった。

生徒の知的好奇心を刺激

し、興味深い授業を目指

し、映像の活用を継続す

る。ただ「授業が伸びる時

がある。」との声があった

ため、チャイムでの始業・

終業を徹底する。 

・「授業プリントが分かりやす

い。」との声があった。さらに

知識や考えを整理できるような

紙面を目指す。 

 

・「授業が伸びることがなくなっ

た。」との声もあった。チャイ

ムでの始業・終業の徹底を継

続する。 
 

今年度の授業改善推進プランの成果と課題 

１年 ２年 ３年 

   


